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　信号処理技術は先端的な科学技術の多岐にわたる分野
で必要不可欠な技術となる一方，我々が日常生活で使用
する製品（スマートフォンや自動車など）でも，さまざ
まな信号（音声や画像など）を処理する技術が活用さ
れ，身近な存在になっています．1960 年代の Cooley と
Tukey による高速フーリエ変換の考案やコンピュータの
普及により，それまでのアナログ信号処理からディジタ
ル信号処理への変革が生じ，以来，今日に至るまで信号
処理技術の研究開発は活発に行われてきました．近年で
は，センサ技術の高度化や IoT，情報科学技術の発展によ
り，多種多様な信号の取得と大規模な処理が可能となり，
信号処理技術はさらなる進化を遂げようとしています．
本特集は，信号処理技術の最新動向を概観することを目
的として企画しました．
　信号処理技術は非常に広範な分野なので，特に計測に
関わるものに焦点をあてました．しかし，それでもその

範囲は広く，到底，私の浅学な知識ではカバーできるもの
ではないので，信号処理に造詣が深い小野順貴先生にエ
ディタをお願いし，助言をいただきながら企画を進めまし
た．また，会誌出版委員会でも企画案を議論いただき，永
原正章委員長をはじめ委員から多くの有益な意見をいただ
きました．これにより，紙幅の制約はありますが，信号処
理技術の基礎理論から応用事例まで，最近のトピックスを
一通り概観できる特集が実現できたと考えています．ま
た，各トピックスでは，その分野の第一人者の先生方に執
筆いただくことができました．皆様に深く感謝いたしま
す．
　最後に，SICE 事務局で長らく会誌編集を担当された稲
島麻由美さんが，本号が発刊される 12 月末で退職されま
す．本特集でもたいへんお世話になりました．この場をお
借りしてお礼申し上げます．
 （伊藤　直史　記）
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